
横浜市立大学木原研究所

　木原先生は京都大学植物学教授で、数々の偉大な業績を残され、文化勲章を受けておられる。

中でも小麦の起源の発見は有名である。先生は京都大学在職中の昭和 17年　(1942) 京都市

郊外の物集女に私設の木原生物学研究所を設立され、研究の発展を計った。これは、大学の施設

を越えた規模の実験農場を求めてのことであった。京都大学定年後、先生は国立遺伝学研究所の

所長を務められ、研究所は横浜市南区六ッ川に移転した。

1984年、研究所は横浜市に寄贈され、市はこれを植物部門として、さらに動物部門を加え、横浜

市立大学木原生物学研究所を発足させた。場所は六ッ川に植物系の１部門、南区中村町の医学

部分室を譲り受けて、植物系の 1部門と動物系の２部門、事務は大学の本部の金沢区瀬戸と分散

したものとなった。

　当初、時代はバイオブームで、市としては戸塚区舞岡の地にバイオ産業を終結させ、木原研が、

その中核として機能することを企てていた。舞岡の周辺の住民の方々は、実験によるバイオハザー

ドを危惧され、研究所として危険となる実験は行わないとの取り決めを取り交わしたりした。しかし、

研究所設立計画は遅れに遅れ、木原研自身が舞岡の地に研究所を建設できたのは、10年後の

1995年であった。立派な施設の研究所が設立され, 各部門がまとまった運営がスタートしたが、こ

の地へのバイオ産業誘致はならなかった。

その間、バイオ産業育成の応援組織として、木原記念横浜生命科学振興財団が設立され、学術

振興に加え、横浜市と連携した産業活性化の取り組みや、研究開発施設、横浜バイオ産業センタ

ーの運営等に取り組んでいる。なお、財団は、新しく開発された鶴見バイオセンターに移転し、その

活動を続けている。




